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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口頸部と連なる胴部内に仕切用の可動壁を上昇可能に密嵌し、この可動壁上方の胴部分
内の内容物を口頸部内に挿設したポンプで吸引する注出容器において、
　上記胴部(4)を、少なくともその上部分一部で形成する透視窓(10)を除いて不透明とし
、かつ透視窓近傍の胴部分内に、この胴部分内面に上昇可能に嵌合した摺動筒(32)とこの
摺動筒から上記口頸部(8)の内方へ突設させたリング状壁(34)とを含み、透視窓(10)から
胴部(4)内への視野を遮るように形成した遮視部材(30)を設け、
　胴部内の負圧化により可動壁(24)が遮視部材(30)を押し上げることで、この遮視部材の
摺動筒(32)乃至可動壁(24)の周面に形成した残量表示部(42)が透視窓(10)より見えない位
置から見える位置へ移動するように構成したことを特徴とする、注出容器。
【請求項２】
　さらに上記透視窓(10)を除く可動壁(24)上方の胴部分を遮光筒とし、かつ遮視部材(30)
も遮光材料で形成したことを特徴とする、請求項１記載の注出容器。
【請求項３】
　上記遮視部材(30)は、上記遮光性を有する摺動筒(32)内面から遮蔽及び遮光手段を兼ね
たリング状壁(34)を内方側へ突出するとともに、このリング状壁の内周部を、上記口頸部
(8)内面又は上記ポンプ(14)の外面に摺動自在に嵌合させてなり、上記摺動筒(32)の外周
面に残量表示部(42)を形成して、この残量表示部(42)を透視窓(10)下方に配置するように
構成したことを特徴とする、請求項２記載の注出容器。
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【請求項４】
　上記リング状壁(34)を、摺動筒(32)と一体として、この摺動筒(32)から内方突出したフ
ランジ状の横壁部(34ａ)から口頸部(8)内方に内筒部(34ｂ)を起立して形成し、
　かつ可動壁(24)による押上げにより遮視部材(30)が上昇する前の状態で、透視窓(10)を
介して胴部(4)内を水平方向から見た視野が暗視野となるように、胴部(4)上端と口頸部(8
)との間の肩部(6)からの光の入射を遮断する遮光手段(44)を設けるとともに、上記胴部(4
)上部分の周方向一部のみに透視窓(10)を設けたことを特徴とする、請求項３記載の注出
容器。
【請求項５】
　上記遮視部材(30)は、少なくとも胴部(4)内面に密嵌させた遮光用の摺動筒(32)を有し
、
　この摺動筒(32)で透視窓(10)からの光の入射を遮断するように配置するとともに、上記
可動壁(24)の外周面に形成した残量表示部(42)を、透視窓(10)下方に配置したことを特徴
とする、請求項２記載の注出容器。
【請求項６】
　上記透視窓(10)を、容器体の胴部(4)全周に、また残量表示部(42)を、摺動筒(32)乃至
可動壁(24)の外面全周にそれぞれ形成したことを特徴とする、請求項１、請求項２、請求
項３又は請求項５の何れかに記載の注出容器。
【請求項７】
　上記胴部(4)は、透明な周壁本体の外面に、透視窓(10)相当部分を切欠き或いは透明と
するとともに、残りの部分を不透明としたシート状物(12)を貼着することで形成したこと
を特徴とする、請求項１乃至請求項６の何れかに記載の注出容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、注出容器、特に液体の注出容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来から、内容物を残らず取り出すために、口頸部内に内装したポンプで、容器体胴部
内に上昇可能に嵌合した可動壁の上方の胴部分内から外部へ液体を注出するように設けた
容器が知られている（特許文献１）。
【０００３】
  又、このような構造の容器において、内容物の残量を表示するために、容器体の胴部と
この胴部に外嵌させた透明な外装筒との間に挿入した表示板の下端を可動壁下面へ連結帯
を介して連繋し、この可動壁の上昇により上記残量に応じて表示板が下降するように構成
したものも知られている（特許文献２）。
【特許文献１】実用新案登録第2595246号
【特許文献２】特開平2002－362659号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
  特許文献１の容器では、容器体の胴部を透明とすれば可動壁の上昇の具合で残量が判る
が、これでは容器の見栄えが悪いばかりか、表面印刷なども自由にできない。また、内容
物に外部からの光が当たることになり、遮光性を要する内容物には使用できない。この点
を考慮して、特許文献２の容器では、容器体の胴部と外装筒との間に表示板を挿入すると
ともに、この表示板を可動壁下面に連繋しているが、これでは容器の構造が複雑になり、
その組立作業が困難となる。
【０００５】
  そこで本発明は、容器体胴部内に、可動壁の他にこの可動壁で押し上げ可能な遮視部材
を設け、この遮視部材乃至可動壁が有する残量表示部を、容器体胴部の上部に設けた透視
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窓を介して透視可能とすることで、簡単な構造で確実に残量の表示ができるようにした注
出容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第1の手段として、
　口頸部と連なる胴部内に仕切用の可動壁を上昇可能に密嵌し、この可動壁上方の胴部分
内の内容物を口頸部内に挿設したポンプで吸引する注出容器において、
　上記胴部4を、少なくともその上部分一部で形成する透視窓10を除いて不透明とし、か
つ透視窓近傍の胴部分内に、この胴部分内面に上昇可能に嵌合した摺動筒32とこの摺動筒
から上記口頸部8の内方へ突設させたリング状壁34とを含み、透視窓10から胴部4内への視
野を遮るように形成した遮視部材30を設け、
　胴部内の負圧化により可動壁24が遮視部材30を押し上げることで、この遮視部材の摺動
筒32乃至可動壁24の周面に形成した残量表示部42が透視窓10より見えない位置から見える
位置へ移動するように構成した。
【０００７】
  本手段では、容器体内部の機械構造である可動壁乃至遮視部材の一部を残量表示部とし
て用いるとともに、その表示を見るための透視窓を除いて胴部を不透明とすることで、簡
易な構成で容器の体裁を損なうことのない残量表示の機構を提供している。
【０００８】
  「透視窓」は、胴部の一部を透明とすることが気密性を維持する観点から望ましい。透
視窓は、内容物を使い終わった状態とその直前の状態を切り替えるためのものであり、そ
のために、胴部の上部分に形成すると良い。  
【０００９】
　「遮視部材」は、容器体胴部内に嵌合させた摺動筒とこの摺動筒に連設したリング状壁
とを有し、この摺動筒又はリング状壁が可動壁の上面に係合して、上方に移動させること
が出来るように設ける。上記摺動筒の外面に残量表示部を設ける。
【００１０】
  遮視部材の基本的な機能は、可動壁により押し上げられる前に透視窓を介してポンプや
可動壁などの内部構造が見えないようにすることである。透視窓からは、遮視部材自体の
他、遮視部材乃至可動部材の一部で形成する残量表示部以外が見えないようにすることが
望ましく、これにより容器の体裁が良好となる。このために遮視部材は不透明な材料で少
なくとも透視窓の内側を遮蔽するように設ける。本明細書において「遮視」とは、曇りガ
ラス状に光は透すが視野を遮るものを含み、遮視よりも広い概念である。遮視部材が遮蔽
機能を有する場合に関しては、後述する。
【００１１】
  「可動壁」は、上記遮視部材下面の押上げ手段という機能を有し、中央部に有する押上
げ板の周縁に胴部に液密に嵌合する筒状ピストンを嵌合している。可動壁を残量表示手段
とするときには、この筒状ピストンの外面に残量表示部を形成すれば良い。
【００１２】
  「残量表示部」とは、必ずしも残量に関する情報を表す文字・記号である必要はなく、
例えば透視窓を除く胴部分と異なる色の素材で成形したり、この様な色に着色すれば足り
る。尚、上述の如く残量表示部を摺動筒外面に形成する場合には、例えば摺動筒の上半部
を胴部と同色とし、下半部を異なる色に彩色して、この摺動筒下半部を残量表示部とする
こともできる。但し、この場合には、摺動筒上半部の上下巾に応じて胴部の上端と透視窓
の上端とを離して摺動筒の上昇代を確保する必要がある。
【００１３】
　第２の手段は、第１の手段を有し、かつ上記透視窓10を除く可動壁24上方の胴部分を遮
光筒とし、かつ遮視部材30も遮光材料で形成している。
【００１４】
  本手段では、上記胴部分と遮視部材を遮光材料で形成することで、内容物を光から保護
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することとしている。遮光とは、可視光を遮断することはもちろん、紫外線を遮蔽するこ
とが望ましい。遮光するための具体的な遮視部材及び胴部の具体的な構造は後述の手段で
説明する。
【００１５】
  第３の手段は、第２の手段を有し、かつ上記遮視部材30は、胴部４内面に密嵌させた遮
光性を有する摺動筒32内面から遮蔽及び遮光手段を兼ねたリング状壁34を内方側へ突出す
るとともに、このリング状壁の内周部を、上記口頸部８内面又は上記ポンプ14の外面に摺
動自在に嵌合させてなり、上記摺動筒32の外周面に残量表示部42を形成して、この残量表
示部42を透視窓10下方に配置するように構成している。
【００１６】
  本手段では、残量表示部を遮視部材の摺動筒外面に設けており、この場合には、残量表
示部を有しており、この場合には、遮視部材が可動壁によって押し上げられる前の遮光手
段として上述のリング状壁を設けることが望ましい。
【００１７】
  「リング状壁」は、可動壁による押上げにより、摺動筒とともに容器体内を摺動すると
いう機能を有し、更に遮蔽・遮光手段としての機能を有する。リング状壁は、摺動筒の内
面からフランジ状の横壁部を介して内筒部を起立した構造とするとよい。上記の如く口頸
部内面へ摺接させるときには、この内面に上記内筒部外面を嵌合させれば良く、また、上
記ポンプ外面に摺接させるときには、上記横壁部を延長してその延長壁部の内端部をポン
プ外面に係合させれば良い。
【００１８】
　尚、遮視部材は１部品として一体成形することが望ましい。この場合には、摺動筒外面
の残量表示部形成箇所を他の部分と異なる色で着色しても良いが、遮蔽部材が上昇する前
の初期状態で透視窓を観察したときの視野が暗視野となるように（暗くて物が見えないよ
うに）設計しても良い。このための構成については次の手段で述べる。
【００１９】
　第４の手段は、第３の手段を有し、
　上記リング状壁(34)を、摺動筒(32)と一体として、この摺動筒(32)から内方突出したフ
ランジ状の横壁部(34ａ)から口頸部(8)内方に内筒部(34ｂ)を起立して形成し、
　かつ可動壁24による押上げにより遮視部材30が上昇する前の状態で、透視窓10を介して
胴部４内を水平方向から見た視野が暗視野となるように、胴部４上端と口頸部８との間の
肩部６からの光の入射を遮断する遮光手段44を設けるとともに、上記胴部４上部分の周方
向一部のみに透視窓10を設けている。
【００２０】
　上述の如く遮視部材を１部品として成形する場合には、遮視部材の押し上げ前に透視窓
から見えるリング状壁と、上記押上げ後に現れる摺動筒の残量表示部とを、どのように識
別できるようにするかが問題となる。上述の如く摺動筒の外面をリング状壁と異なる色に
着色してもよいが、それでは余計な手間がかかる。そこで本手段では初期状態で透視窓か
ら見た容器内部が暗視野となるようにしている。そのためには、遮視部材と胴部内面との
空間内になるべく光が入らないように上述の構成とすれば良い。
【００２１】
　この構成のうち、「肩部からの光の入射を遮断する手段」とは、肩部自体を遮光材料で
形成してもよいが、実施形態で述べる如く肩部の上方に遮光手段を設けても良い。
【００２２】
　第５の手段は、第２の手段を有し、かつ上記遮視部材30は、少なくとも胴部４内面に密
嵌させた遮光用の摺動筒32を有し、この摺動筒32で透視窓10からの光の入射を遮断するよ
うに配置するとともに、上記可動壁24の外周面に形成した残量表示部42を、透視窓10下方
に配置している。
【００２３】
　本手段では、残量表示部を可動壁の外周部に形成しており、可動壁による遮視部材の押
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し上げにより上記残量表示部が摺動筒外面に代わって透視窓内に現れるようにしている。
この構成では、可動壁が遮視部材を押上げる前は、摺動筒が透視窓からの光の入射を遮断
しているので、第３の手段のようなリング状壁は必ずしも設ける必要がない。又、本実施
形態では、摺動筒32と透視窓を除く胴部分とを同じ色とすると、残量表示部の非表示状態
と表示状態とのコントラストが一層明瞭となり、好ましい。
【００２４】
　　第６の手段は、第１の手段、第２の手段、第３の手段、又は第５の手段の何れかを有
し、かつ上記透視窓10を、容器体の胴部４全周に、また残量表示部42を、摺動筒32乃至可
動壁24の外面全周にそれぞれ形成している。
【００２５】
　　本手段では、残量表示部42を容器の全周方向から見ることができるようにしている。
【００２６】
  第７の手段は、第１の手段乃至第６の手段の何れかを有し、かつ上記胴部４は、透明な
周壁本体の外面に、透視窓10相当部分を切欠き或いは透明とするとともに、残りの部分を
不透明としたシート状物12を貼着することで形成している。
【００２７】
  本手段での透明とは、紫外線吸収材料を包含している場合を含む。又、本明細書にいう
シート状物とは、所要の遮蔽性又は遮光性を有するものであればどのような厚さのもので
も良く、シュリンクフィルムを含む。
【発明の効果】
【００２８】
  本発明の第１の手段に係る発明では、次の効果を奏する。
○容器体○の胴部４上部分の少なくとも一部を透視窓10として、内容物が残り少なくなっ
たときに、この透視窓から遮視部材30乃至可動壁24に形成した残量表示部42が現れるよう
に構成したから、利用者はこの残量表示部42を見て次の容器を補充することが出来、使い
勝手が良い。
○上記可動壁24は、内容物の注出により次第に上昇するので、残量表示部42も透視窓10の
下側から徐々に現れることとなり、表示が現れ始めてから内容物が完全になくなるまでに
ある程度の時間があるため、容器を補充するための時間的余裕が得られる。
○透視窓10以外の胴部分を不透明とするとともに、透視窓10近傍の胴部分内面に遮視部材
30を嵌合したから、美感に乏しいポンプ14や可動壁24などの内部構造を隠して容器の体裁
を良くすることができ、容器表面の印刷もできる。
○残量表示部42を有する遮視部材30乃至可動壁24を胴部４に挿入するだけで残量表示手段
を形成することができ、残量表示機能を有しない容器とほぼ同様の手数で組み立てること
ができる。
【００２９】
　第２の手段に係る発明では、透視窓10を除く可動壁24上方の胴部分を遮光筒とするとと
もに、遮視部材30も遮光材料で形成したから、透視窓10からの入光も遮断することができ
、遮光機能を一層確かなものとすることができる。
【００３０】
　第３の手段に係る発明では、遮視部材の摺動筒32外周面に残量表示部を設けたから、摺
動筒32が胴部４内の上端部で停止したときの位置に対応して、胴部４上端に透視窓10を配
置することができ、胴部４外面に包装印刷をする場合に透視窓10が邪魔にならない。
【００３１】
　第４の手段に係る発明では、透視窓10を介して見た容器内部の視野が暗視野となるよう
に構成したから、残量表示部42を設けた摺動筒32とリング状壁34とが同色であっても残量
表示状態と非表示状態とを識別することができ、従って遮視部材30を１部品で簡易に成形
することができる。
【００３２】
  第５の手段に係る発明では、遮視部材30とは別個の可動壁24に残量表示部42を形成した



(6) JP 4711293 B2 2011.6.29

10

20

30

40

50

から、遮視部材30と可動壁24と容器体胴部４とを例えば合成樹脂で成形するときに、可動
壁24の樹脂の色と遮視部材30及び胴部の樹脂の色を変えるだけで簡単に残量表示部42を形
成することができる。
【００３３】
　第６の手段に係る発明では、上記透視窓10を、容器体の胴部４全周に、また残量表示部
42を、摺動筒32乃至可動壁24の外面全周にそれぞれ形成したから、残量表示部42を容器の
全方向に表示することができ、使い勝手が良い。
【００３４】
　第７の手段に係る発明では、上記胴部４は、透明な周壁本体の外面に、透視窓10相当部
分を切欠き或いは透明とするとともに、残りの部分を不透明としたシート状物12を貼着す
から、通常の包装用シート状物を貼着する場合と同程度の手数で透視窓10を簡易に構成す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
  図１及び図２は、本発明の第１の実施形態に係る注出容器を示している。
【００３６】
  この注出容器の構成のうちまず公知の部分を簡単に説明すると、この注出容器は、液体
収納用の容器体２と、ポンプ14と、押下げヘッド22と、可動壁24とを具備している。
【００３７】
　　上記容器体２は、有底の胴部４の上部から肩部６を介して口頸部８を起立している。
【００３８】
　　上記ポンプ14は、上記口頸部８外面に装着した装着筒16の上端から胴部４内へ垂下し
たシリンダ筒20と、このシリンダ内方から起立する、筒状ピストン付きのステムとで形成
され、このステムの上部にノズルを前方に開口する押下げヘッド22を付設している。図示
の装着筒16は、内筒部と外筒部とを下端で連結した２重筒状に形成しており、その外筒部
の外面に、上記押下げヘッド22の外周壁の下部を昇降自在に嵌合させている。又、上記シ
リンダ筒20の底部には吸込み弁を形成する。
【００３９】
　　上記可動壁24は、中心部を陥没させた押上げ板24ａの外縁から筒状のピストン26を垂
設させてなり、この筒状ピストンを、容器体の胴部４内面に上昇可能に嵌合させている。
【００４０】
  本発明においては、胴部４の上部に透視窓10を形成している。図示の透視窓は、上記胴
部４の上端部に横長帯状に形成されている。また、上記透視窓10を除く胴部分は不透明に
形成している。図示例では、透視窓に相当する部分を切り欠いた遮光性のシート状物12を
容器体の胴部４を構成する周壁外面に貼着している。このシート状物は、遮光インモール
ドラベルとすることができる。又、シート状物に代えて上記周壁の外面に遮光印刷をする
こともできる。
【００４１】
　上記口頸部８の下端部内面から胴部４上部内面に亘る部分には、遮視部材30を摺動自在
に取り付ける。この遮視部材30は、摺動筒32とリング状壁34とで形成されている。
【００４２】
　　上記摺動筒32は、胴部４内面に気密かつ液密に嵌合されている。図示の摺動筒は、上
下方向中間部をやや小外径とした筒状ピストンのような形状をしている。
【００４３】
　　上記リング状壁34は、摺動筒32の内面から内方突出した内向きフランジ状の横壁部34
ａと、この横壁部の内周縁から口頸部８内方へ起立する内筒部34ｂとで形成している。こ
の内筒部34ａの上部外面と口頸部８の下部内面とは、相互に気密かつ液密に更に内筒部34
ｂの摺動自在に当接し、またこれら両内面には、ポンプ14による胴部４内負圧化による遮
視部材30の抜け落ち防止が可能に相互に係合する係合手段36，38を設けている。また図示
の横壁部34ａの下面には可動壁24上面との当接用凸部40を付設している。
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【００４４】
　上記摺動筒32とリング状壁34とは合成樹脂で一体に成形しており、その樹脂の色を胴部
４外面と異なる色とすることで摺動筒32外面を残量表示部42に形成している。
【００４５】
　又、容器体２の肩部６下面と胴部４上端部の内面とリング状壁34の横壁部34ａ上面と内
筒部34ｂ外面とで囲まれる空所Ｓは、空気室となっており、ポンプ14による胴部４内の負
圧化で遮視部材30を上限位置まで押上げることが可能に設けている。尚、上記肩部６乃至
口頸部８の適所には空所Ｓからの排気孔を形成しても良い。又、上記肩部６の上方には、
口頸部８外面に嵌合した２重筒状の装着筒16が、肩部６から空所Ｓ内への光の入射を遮る
ように配置されており、この装着筒16の下部外面からは、補助的な遮光手段44として垂下
筒を垂設し、この垂下筒の下端部を胴部の上縁部に嵌合させている。また、リング状壁の
内筒部34ａから透視窓10までの長さに対して、透視窓10の面積を小さくとることで、図１
の初期状態で透視窓10を介して空所Ｓ内を水平方向から見たときに、暗くて内筒部34ａが
殆ど見えないように形成する。これに対して摺動筒32外面に形成した残量表示部42は、透
視窓10のすぐ内側に現れるから、その色彩を含めて明瞭に見える。遮視部材30の樹脂の色
は明色とすると良く、これより遮視部材の上昇前後の暗・明のコントラストにより残量表
示部42の表示を明瞭に認識することができる。
【００４６】
　上記構成において、図１の状態では、上述の通り、透視窓10を水平方向から見ても窓内
の視野は暗く、何も見えない。図１の状態から、押下げヘッド22を上下動させると、胴部
４内の液体が吸引され、ノズルから注出されるとともに、胴部４内の負圧化により可動壁
24が上昇して、遮視部材30を押し上げる。内容液が残り少なくなると、図２に示す如く遮
視部材30の摺動筒32の残量表示部42が透視窓10内に現れる。尚、図１の状態では、リング
状壁34が、また、図２の状態では、摺動筒32が、透視窓10からの入射光を、内容液に当る
前に遮断している。
【００４７】
　図３及び図４は、本発明の第２実施形態に係る容器を示している。本実施形態において
、第１実施形態と同じ構成については同一の符号を付することで説明を省略する。
【００４８】
　本実施形態では、残量表示部42は、上記可動壁24の筒状ピストン26外面に形成されてお
り、遮視部材30の摺動筒32は、遮蔽・遮光手段として透視窓10の内面を覆っているに過ぎ
ない。その透視窓10は、胴部４上端から摺動筒32の筒長に対応する距離を離して配置して
あり、かつ胴部４の全周に亘って形成している。そして押下げヘッド22を上下動させると
、可動壁24が遮視部材30を押し上げ、内容液が残り少なくなると、摺動筒32に代わって筒
状ピストン26の残量表示部42が透視窓10内に現れる。
【００４９】
　尚、図示例では、遮視部材30の横壁部34ａ内縁からは、上端小径のテーパ状筒48を突出
して、ポンプ14の外面に摺動可能に当接している。上記容器体２は、口頸部８を肩部６の
下方へ延長して、この延長壁部内面に遮視部材30の内筒部34ｂを当接させている。上記口
頸部８の下端部には排気孔50を穿設しており、この排気孔から口頸部の延長壁部下端まで
通気溝を穿設している。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の第1の実施形態に係る容器の縦断面図である。
【図２】図１容器の使用完了の状態を示すものである。
【図３】本発明の第２の実施形態に係る容器の縦断面図である。
【図４】図３容器の使用完了の状態を示すものである。
【符号の説明】
【００５１】
 ２…容器体  ４…胴部  ６…肩部  ８…口頸部 10…透視窓　12…シート状物
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　　14…ポンプ　16…装着筒　20…シリンダ筒    22…押下げヘッド
　　24…可動壁　24ａ…押上げ板　26…筒状ピストン 
　　30…遮視部材　32…摺動筒　34…リング状壁　34ａ…横壁部　34ｂ…内筒部
　　36，38…係合手段　40…凸部　42…残量表示部　44…遮光手段
　48…テーパ状筒　50…排気孔

【図１】 【図２】
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